
別図第１―１ 

包含距離を 1.5倍とすることが可能な場合 

 

ア 市技術基準第 88条第３項第１号により消防水利を配置し包含することが、事業計画上困

難な部分又は消防活動上有効ではない部分 

 

 

  

消防水利 C の設置が困難又は消防活動

上有効ではない。 

防火水槽 A 及び B の容量を 60 ㎥とする。 



別図第１－２ 

イ 開発事業区域内に、消火栓を設置できる水道配管の数が１以下であり、市技術基準第 88

条第３項第 1号により包含するには、防火水槽を複数設置しなければならない場合。 

 

 

 

 

 

  

防火水槽 D 及び E の容量を 60 ㎥とする。 

水道配管が１以下しかなく、敷地内に複数の防

火水槽を設置せざるを得ない 



別図第２ 

有効なホース延長の判定例 

 
水利包含図例                 水利未包含図例① 

 
水利未包含図例②（川）             水利未包含図例③（軌道） 

  

水利未包含図例④（階段、崖、法面）        水利未包含図例⑤（他者所有地） 

  

水利未包含図例⑥（二車線道路等）        水利未包含図例⑦（40㎥未満の防火水槽） 

通り抜け不可能 



別図第３ 

 

ホース延長可能距離 

 
 

 

 

 

 

 

 

別図第４ 

消防水利までの吸管延長可能距離 

 

  



 

 

別図第５―１ 

防火水槽構造図例１ 
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防火水槽構造図例２ 

 

図 3 防火水槽構造図２ 
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採水口設備 

用地柵(低) 

凡例 

用地柵(低)        防火水槽躯体       側溝蓋 

用地柵(高)        ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装※       栗石 

防火水槽標識       採水口      

吸管投入孔        ※刷毛引き仕上げ  

GL 

採水口設備 



別図第６ 

地中ばり防火水槽図例 

 

 



別図第７ 

吸管投入孔蓋、転落防止措置仕様 

 

吸管投入孔蓋例 
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ＰＣ Ｄ ７６ ０　 １２ －ア ンカ ー穴

受 枠平 面 図 蓋 平 面 図

ガ ス抜 き穴 ４ヶ 所 バ ール 穴

袋 式バ ール 穴左 右２ ヶ所 265033
0

110 110

Φ8 20

30

□1 80

Φ6 00

11
0

13

3738
.
5

8°

１

２

40

Φ6 12

Φ6 30

9

15
.
5

56

14

22

受 枠蝶 番部 詳細

43

48

42 12. 5 45

Φ
1
1.

5

２ ３

11
8

12

３ 蝶 番金 物詳 細

5
9

22
断 面

45

図 面来 歴

品番

４

縮尺

個数材   質

型

式

品

名

図

番

設

計

製

　

図

検

　

図

Ｎ
Ｏ

１ １
３

１

２

３

５

１

１

１

６

日付

備   考

Ｆ Ｃ Ｄ ６ ００

Ｆ Ｃ Ｄ ６ ００

Ｆ Ｃ Ｄ ７ ００蓋

受 枠

蝶 番金 物

部  品  名 称

防火水槽用鉄蓋 φ ６０ ０  Ｔ － ２５

Ｂ ＳＨ － ６０ Ａ ＵＬ

１ ９ ・１ ０ ・ ３ １

（Ｓ ＣＨ柄）

Ｋ Ｂ

２ ０ ０ ３ １

セ
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充水限度標示例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 30cm×15㎝程度の大きさとし、吸管投入孔より容易に視認できる防火水槽首部にペイント、

もしくは腐食のおそれがないプレートを作成して貼り付ける。 

２ 容量及び、基準線から水面までの距離を明示する。 

３ 黄色地に黒文字とし、矢印のみ赤字とする。 

４ 吸管投入孔より防火水槽壁面が容易に視認できる場合は、以下に定める充水限度表示に代え

ることができる。 

 

 

充水限度標示例２（参考例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 50㎝×20cm程度の大きさに黄色で塗装する。 

２ 三角形の頂点までの水量を明示する。 

 

 

 

 

この基準線より水面迄○○㎝ 

○○㎥ 

○○㎥ 



別図第９ 

採水口設備（埋め込み、スタンド型）構造図例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

壁埋め込み型採水口例（双口） 壁埋め込み型採水口例（単口） 

スタンド型採水口例（双口） スタンド型採水口例（単口） 
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導水管図例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
導水管横引き断面図例 

導水管立引き正面図例 導水管立引き断面図例 
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防火水槽用地柵図例 

 

低柵（道路側） 

 

高柵（民地側） 



 

別図第 12 

消防水利標識図（参考例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

40㎥ 

40㎥ 

40㎥ 
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消防はしご車の活動可能範囲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別図第 14 

消防車両回転軌跡参考図 

 

 

 

 

長さ 幅 高さ 前端オーバーハング 

11.5 2.5 3.8 3.0 

 

軸距 後端オーバーハング 最小回転半径 総重量 

11.5 2.5 3.8 3.0 

※総重量の単位はトン、その他の単位はメートルとする。 

※用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。 

１ 前端オーバーハング 車体の前面から前輪の車軸の中心までの距離をいう。 

２ 軸距 前輪の車軸の中心から後輪の車軸の中心までの距離をいう。 

３ 後端オーバーハング 後輪の車軸の中心から車体の後面までの距離をいう。 

４ 最小回転半径 外側の前輪の回転半径をいう。 
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消防はしご車進入路標識図 
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反射材 
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消防はしご車活動空地標示図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別図第 17 

消防はしご車活動空地標識図（参考例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


